
　

私
は
、
市
長
に
就
任
し
て

か
ら
、
常
に
市
民
の
目
線
に

立
っ
た
市
政
運
営
を
心
掛

け
、市
民
と
の
意
見
の
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
を
大
切
に
し
た
い

と
考
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
平
成
16
年

か
ら
、
毎
年
市
内
の
各
コ
ミ

セ
ン
等
に
お
い
て
「
市
長
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開

催
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
市
政
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
ご
意
見
や
ご
要
望
を
直
接

お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
９
月
21
日
か
ら

11
会
場
で
開
催
し
て
お
り
ま

す
が
、各
会
場
で
は
、お
褒
め

の
お
言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
れ
ば
、「
ど
う
な
っ
て
い

る
ん
だ
」
な
ど
と
耳
が
痛
く

な
る
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
日
ご
ろ
か
ら
職
員

に
は
、
す
ぐ
に
対
応
で
き
る

も
の
は
、速
や
か
に
対
応
し
、

ど
う
し
て
も
時
間
を
要
し
て

し
ま
う
も
の
に
つ
い
て
は
、

い
つ
ま
で
に
対
応
で
き
る
か

を
し
っ
か
り
と
市
民
に
説
明

す
る
よ
う
指
示
し
て
お
り
、

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
い

た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ
い
て

も
、市
役
所
に
持
ち
帰
り
、す

ぐ
に
担
当
の
職
員
へ
対
応
の

指
示
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、毎
年
、各
会
場

で
ご
意
見
ご
要
望
を
お
聞
き

し
て
い
く
中
で
、
多
く
の
市

民
の
み
な
さ
ん
が
求
め
て
い

る
も
の
は
、や
は
り
、「
安
全
・

安
心
な
ま
ち
」
で
あ
る
と
実

感
し
て
い
ま
す
。　　

　

特
に
今
年
は
、
全
国
各
地

に
お
い
て
猛
威
を
振
る
っ
た

「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」へ
の
排
水
対

策
に
つ
い
て
の
ご
質
問
を
多

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
の
下
水
道
事
業
は
、
平

成
15
年
度
で
市
街
化
区
域
の

汚
水
整
備
が
お
お
む
ね
終
了

し
た
こ
と
も
あ
り
、
16
年
度

か
ら
雨
水
対
策
を
重
点
的
に

進
め
て
い
ま
す
。

　

私
も
、
大
雨
に
よ
る
冠
水

等
が
起
き
や
す
い
危
険
な
個

所
は
十
分
認
識
し
て
い
ま
す

の
で
、
ま
ず
は
危
険
個
所
の

施
工
に
、
優
先
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
現
地
現
場
主
義

の
観
点
か
ら
、
市
内
各
地
に

足
を
多
く
運
ぶ
と
と
も
に
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
さ
ま

ざ
ま
な
ご
意
見
ご
要
望
に
耳

を
傾
け
、
安
全
・
安
心
が
満

た
さ
れ
た「
ま
ち
づ
く
り
」を

目
指
し
、
市
政
を
運
営
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

意
見
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
大
切
に

市
政
の

現
場
か
ら

市
長　

内
野　

優

後期公民館講座Ⅱ
一緒に活動しませんか

～市民企画の
　　仲間募集講座～
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｢

家
庭
と
地
域
の
教
育
を
考

え
る
つ
ど
い｣

が
10
月
25
日
に

行
わ
れ
、
市
内
の
小
中
学
生
を

対
象
と
し
た
、
平
成
20
年
度
非

行
防
止
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
（
教
育
委
員
会･

青
少

年
相
談
セ
ン
タ
ー
補
導
員
協
議

会
共
催
、
応
募
79
点
）
の
入
賞

者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
入
賞

者
は
次
の
と
お
り（
敬
称
略
）。

〔
小
学
生
の
部
〕

　

▽
最
優
秀
賞　

荻
野
柚
季

（
杉
本
５
年
）　

▽
優
秀
賞　

石

飛
美
樹（
海
老
名
５
年
）、
金
指

紗
菜
香（
有
馬
６
年
）、
影
山
遥

香（
大
谷
６
年
）、川
上
恵（
杉
本

５
年
）、永
松
風
音（
同
）

〔
中
学
生
の
部
〕

　

▽
最
優
秀
賞　

松
本
琴
乃

（
今
泉
２
年
）　

▽
優
秀
賞　

佐
々
木
洋
介
（
海
老
名
３
年
）、

神
野
智
美
（
同
）、
田
中
佐
季

（
同
）、長
田
芽
生（
今
泉
１
年
）、

山
下
楓
花（
同
）。

　

な
お
、
応
募
全
作
品
を
市
民

文
化
祭
の
会
場
で
展
示
し
ま
す

（
11
月
１
日
土
〜
３
日
月
□祝 

、

文
化
会
館
）。

　

問　

学
校
支
援
課（
☎
235･

９

６
８
９
）。

青
少
年
健
全
育
成
推
進
者
も

　

ま
た
同
つ
ど
い
で
は
、
青
少

年
健
全
育
成
推
進
者
18
人
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。受
賞
者
は
、次

の
と
お
り（
敬
称
略･

順
不
同
）。

　

青
木
三
昭（
門
沢
橋
）、
森
島

清
八（
同
）、小
林
勉（
同
）、今
別

府
淳
子（
大
谷
北
）、
石
井
恒
夫

（
同
）、神
崎
健
治（
浜
田
町
）、野

中
友
晴（
上
今
泉
）、
樋
口
眞
己

子（
同
）、金
野
由
美
子（
社
家
）、

栁
田
信
英（
杉
久
保
）、
木
村
武

司（
さ
つ
き
町
）、齋
藤
勉（
同
）、

田
中
富
一（
同
）、大
貫
進（
国
分

南
）、
盛
屋
喜
美
子（
望
地
）、
井

上
ゆ
り
枝（
河
原
口
）、
武
田
小

三
郎（
国
分
北
）、山
﨑
晴
久（
上

郷
）。

　

問　

青
少
年
会
館（
☎
231･

９

７
８
７
＝
月
休
館
）。

　

市
で
は
、「
平
和
の
つ
ど
い
２

０
０
８
地
球
の
ス
テ
ー
ジ
３
〜

国
境
な
き
大
地
〜
」
を
開
催
し

ま
す
。

　
「
地
球
の
ス
テ
ー
ジ
」は
、
世

界
の
貧
困
や
紛
争
地
で
出
会
っ

た
人
々
の
様
子
を
、
現
地
で
医

療
支
援
活
動
を
行
う
医
師･

桑

山
紀
彦
さ
ん
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
音
楽
と
映
像
で
伝
え
る
ラ
イ

ブ
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
一
昨
年
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。３
回
目

と
な
る
今
回
は
、ス
テ
ー
ジ
１
、

２
の
登
場
人
物
を
紹
介
す
る

「
回
想
編
」の
ほ
か
、｢

ケ
ニ
ア
温

暖
化
編｣

、｢

ス
リ
ラ
ン
カ
津
波

復
興
編｣

、｢

終
わ
ら
な
い
紛
争

編｣

、｢

国
と
人
編･

東
テ
ィ
モ
ー

ル
編｣

、｢

死
と
い
う
出
来
事

編
」、｢

自
己
改
革･

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
編｣

に
よ
る
構
成
で
、国
際
社

会
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
き
ま

す
。子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、平

和
な
社
会
の
大
切
さ
を
再
認
識

で
き
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

▽
日
時　

12
月
14
日
日
13
時

30
分
〜
15
時
30
分（
開
場
13
時
）

　

▽
会
場　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

　

▽
定
員　

先
着 
300
人

家
庭
と
地
域
の
教
育
を
考
え
る
つ
ど
い

ポ
ス
タ
ー
入
賞
者

青
少
年
健
全
育
成
推
進
者
を
表
彰

　

▽
費
用　

無
料

　

※

手
話
通
訳
、
保
育
を
ご
希

望
の
方
は
、
11
月
28
日
金
ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

■申　
問　

電
話
ま
た
は
直

接
、
企
画
政
策
課（
☎
235･

４
６

３
４
）へ
。

　

市
で
は
下
表
の
と
お
り
「
後

期
公
民
館
講
座
（
Ⅱ
）」
を
開
講

し
ま
す
。各
回
と
も
、
各
講
師

に
よ
る
体
験
レ
ッ
ス
ン
や
活

動
紹
介
の
後
、
参
加
の
相
談
を

受
け
ま
す
。１
回
の
み
の
参
加

も
可
。

　

■申　
往
復
は
が
き
に
住
所･

氏
名
（
ふ
り
が
な
）･

年
齢･

電

話
番
号･

参
加
す
る
回
を
明
記

し
、11
月
15
日
土 
必
着
で
〒
243

－

０
４
３
４
上
郷
476

－

２
中

央
公
民
館
へ
。

　

問　

同
館
（
☎
231･

９
７
０

２
）。

　

▽
職
種
・
人
数　

技
術
職
上

級
（
土
木
・
建
築
・
設
備
）
＝

若
干
名

　

▽
受
験
資
格　

昭
和
51
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

で
、
土
木
技
術
、
建
築
技
術
ま

た
は
設
備
（
建
築
関
係
の
空
調

給
排
水
）
に
関
す
る
専
門
課
程

を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は
平
成

21
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方

　

▽
受
験
案
内
お
よ
び
申
込
用

紙
の
配
布
期
間
・
場
所　

11
月

４
日
火
か
ら
20
日
木
ま
で
の
平

日
８
時
30
分
〜
17
時
30
分･

市

役
所
職
員
課

　

▽
願
書
受
付
日
時･

場
所　

11
月
22
日
土
９
時
〜
12
時
、
13

時
〜
15
時･

市
役
所
附
属
棟
Ａ

会
議
室

　

▽
試
験
日　

▼
第
１
次
試
験

　

11
月
30
日
日
（
教
養
・
専
門

試
験
＝
大
学
卒
業
程
度
）　

▼

第
２
次
試
験　

第
１
次
試
験
合

格
者
を
対
象
に
12
月
中
旬
予
定

　

▼
第
３
次
試
験　

第
２
次
試

験
合
格
者
を
対
象
に
12
月
下
旬

予
定

　

▽
試
験
会
場
（
第
１
次
試

験
）　

市
役
所
会
議
室
。

　

問　

職
員
課
（
☎
235･

４
５

０
２
）
。

平成21年度採用
市職員を募集

広
報
え
び
な
録
音
版

　

障
害
者
手
帳
（
視
覚
）
を
お
持
ち
の

ご
希
望
の
方
に
お
送
り
し
ま
す
。

　

問　

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
235
・

０
２
２
０
）。

♪
～国境なき大地～

回 日　　時 テ－マ・学習内容 講　　師 会場・費用

健康生き生きウオーキング
　～相模川河畔公園・笑い～

12月５日金
9時～15時

〔日本の伝統文化部門〕
　○俳句
　○生け花
　○着付け

　 　雨宮きぬよ
　水村功
　渡辺雅子

遊行座主宰
　東の宮美智子

〔料理部門〕
　○家庭で作る基本の料理 　長井民子

12月７日日
10時～12時

〔趣味部門〕
　○折り紙
　○動植物(野鳥)観察
　○ミュージックベル･朗読･大正琴

　
　山本佳代
　一杉敏登
　斎藤恵美子

7 中央公民館

8 中央公民館　遊行座主宰
　　東の宮美智子

2月21日土
13時30分～
　16時30分

1月25日日
13時30分～
　15時30分

〔スポ－ツ部門〕
　○ウオーキング
　○山登り
　○ターゲットバードゴルフ
　○ノルディックウオーキング
　○硬式初級･中級テニス
　○３Ｂ体操(体験レッスンあり)
　○社交ダンス･フラダンス
　　　　　　(体験レッスンあり)

　 　鈴木富男
　菅野俊雄
　倉橋則康
　小林忠夫
　永盛雄二郎
　小林美智枝
　宮部ハル子

一緒に劇を演じてみませんか
　～新しい自分発見～

4

中央公民館

6
保険代50円
市役所集合・
中央公民館解散

中央公民館

3033運動普及員
津守晋

1月23日金
9時～16時

1月11日日
9時30分～
　11時30分

1月18日日
13時30分～
　15時30分

5

1
保険代50円
座間駅西口集合･
相武台前駅解散

2

3 中央公民館

3033運動普及員
津守晋

健康生き生きウオーキング
　～座間谷戸山・湧水の里～

一緒に劇を演じてみませんか
　～新しい自分発見～

中央公民館

12月13日土
13時30分～
　16時30分

桑
山
紀
彦
氏
に
よ
る

　
　

ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

荻野柚希さんの作品（上）
松本琴乃さんの作品（下）

♪

海老名市平和のつどい 2008


